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摘  要 
 

為了解日本環境檢測人員證照及環境檢測認證管理制度，評估國內環境檢測報

告簽署人制度，並提供本署環境檢驗所修訂「環境檢驗測定機構管理辦法」及「環境

檢驗測定機構檢驗室品質系統基本規範」等法規之參考，故至日本考察環境檢測人

員及環境檢測認證管理制度，祈能提供我國環境檢測相關法令修正、環境檢測政策

擬定及管理制度之參考。 

本署（環境檢驗所）為國內環境檢測機構之主管機關及目的事業主管機關，有

持續改善環境檢測認證管理制度、輔導環境檢測機構發展及提昇環境檢測數具品質

之權責。藉由本次考察及研析日本環境檢測認證管理制度之機會，提出推動環境檢

測人員證照制度之建議，並檢視本國目前環境檢測認證制度。 

日本認證管理制度之運作方式，基本上與澳洲及本國非環境檢測認證體系之運

作方式類似，其認證業務主要著眼在經濟方面，故由日本經濟產業省産業技術環境

局主導認證業務，該局輔導成立独立行政法人「製品評価技術基盤機構(National 

Institute of Technology and Evaluation ；NITE)」，在整體之管理架構下分門別類主導認

證、校正及量測業務。 

惟包含環境領域的檢測，日本係以”計量法”為圭臬，各檢驗公司(計量證明事

業所)，依國家計量法由公司聘請取得資格之國家計量士向各縣市政府申請登錄，審

查核可後，即可執行檢測。後續地方政府即可指定公正客觀之校正、認證及檢查機

構，而 NITE 自 2001 年起則依「特定計量証明事業者認定制度(MLAP)」之規定辦理

少數極微量為害物質(如戴奧辛)等特定計量證明事業之認證及許可。如係商業目的，

檢測公司多向民間認證機構(如 JAB)提出申請並取得認證許可，如有特殊需求，才會

向 NITE 提出申請並取得認證許可。而 NITE 及 JAB 與各國認證團體簽有協議，交互

承認被認證之檢測機構。 

日本計量法第 26 條～第 39 條明訂，由有中央及地方政府指定第三方公正單位

(公私立研究所、財團法人)執行各計量證明事業所(含特定)之計量(含校正)檢查；該法

第 135 條、第 136 條亦規定儀器設備須由指定校正機構辦理校正。校正機構則須向

NITE 下設之 International Accreditation Japan(IAJapan)部門依 Japan Calibration Service 

System (JCSS)辦理認證核可。其他如技能試驗，亦由第三方公正機構辦理，故日本多

由政府以指定機構方式辦理技術證明業務，再以書面審查方式，認證及登錄計量證

明事業所。 

計量士證照制度(含環境檢測)方面，規定檢測公司必須有檢測人員經由國家考試

取得計量士(類似報告簽署人)證照及有 1 年實務經驗後，方能辦理有關檢測數據品

質、向縣市政府申請登錄許可等業務。對於一般環境污染物之檢測項目，則由環境檢

測相關工會聯合成立＂一般社団法人日本環境測定分析協会＂（JEMCA），辦理環境

檢測人員及噪音檢測人員訓練，訓練及考試及格後可取得環境分析士之證照。另

JEMCA 亦辦理環境檢測計量士之訓練。因係私部門財團法人辦理之訓練及核發人員

證照，屬自發性行為，各環境檢測公司人員可依意願自由參加，不具有強制性。 

國內環境檢測業務亦自成體系，本所雖參考 ISO/IEC 17025 制定認證方式及辦理

認證許可，且不須向本國國際認證機構認證。惟報告簽署人制度僅依「環境檢驗測定

機構許可證申請審查作業要點」第 13 條規定檢測報告簽署人應取得依管理辦法第 22

條規定接受本署環境保護人員訓練所相關檢測報告簽署訓練結業即可。故其強度未

若日本嚴格，該制度可供本所管理之參考。 
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壹、 目的 

 

推行認證制度是國際的共識，目的在確保產品的品質及穩定性。因此，標準之

制定及維持，成為產業及其產品不可忽略的一環。最早由美國電氣電子工程師學會

（Institute of Electrical and Electronics Engineers；IEEE）推動電子產品之標準後，各領

域亦陸續制定各項標準，並推演成為國際標準（ISO/IEC Standards），各國亦陸續遵循

國際標準或參考國際標準來制定國內標準。環保意識興起後，環境檢測的準確性及

檢測品質的維持亦納入國際標準及管理認證制度中。 

本所（環保署環境檢驗所）於民國 79 年（1990 年）正式成立之前，其籌備處即

已發展檢測數據品質之規範，更於肇始之後，漸進導入各項檢測品質規範及認證管

理制度，惟仍須對於各國認證體系有所了解，以持續改善環境檢測品質及認證制度。

其中，檢測報告簽署人制度，在國內僅由本所以行政命令方式為之。日本則因歷史因

素及檢測儀器之不同，於行政規範、社會自律及法規命令三方面兼而行之。另外，國

內外各項認證管理制度多由政府主導成立財團法人來辦理認證業務，再由政府各機

關審查認可獲登錄。比較特別的是，國內環境檢測係由本署直接介入，辦理認證許可

及報告簽署人核可等管理業務，而非如國內外其他認證領域一樣，由國際認證機構

許可後，再由政府單位審查認可及登錄。 

有鑑於此，實有必要考察他國環境檢測之認證管理制度及運作方式，從中吸取

經驗，提昇環境檢測管理制度及提高檢測數據品質，是促進檢測管理行政效能之不

二法門。本次藉藉考察日本環境檢測及認證機構之機會，將日本經驗帶回國內，供本

所增修訂法規命令與提高環境檢測數據品質之參考。 

  

貳、 考察行程 

 

本次前往日本東京都及琦玉縣考察三個機構，分別為日本一般社団法人日本

環 境 測 定 分 析 協 会 （ Japan Environmental Measurement & Chemical Analysis 

Association ；JEMCA）、独立行政法人製品評価技術基盤機構（National Institute of 

Technology and Evaluation；NITE）及內藤環境管理株式會社（NAITOH Environmental 

Science Co., Ltd.或The Knights of Environmental Science），行程及考查內容概述如下： 

 

 

活動日期 活動內容概述 活動地點 

104.11.23 啟程出發（桃園市→日本東京都） 
桃園市 

東京都 

104.11.24 
至一般社團法人日本環境測定分析協會考察報告

簽署認人之制度及訓練設施 
東京都 

104.11.25 
至獨立行政法人製品評價技術基盤機構考察環境

檢測認證制度 
東京都 

104.11.26 
至內藤環境管理株式會社考察環境檢測實務之運

作情形 
東京都及琦玉縣 

104.11.27 中午搭機返臺（日本東京→台北市） 
東京都 

台北市 
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參、 考察內容及心得 

 

一、 至日本「一般社団法人日本環境測定分析協会（JEMCA）」考察報告簽署人制度 

 

JEMCA 東京總部位於東京都江戸川区東葛西，昭和 48 年（1973 年）創立，主要

由日本環境相關產業聯合組成，下設數個委員會，辦理業務如下表： 

事 業 委員会 概  要 

協会運営の企画調整 
企画・運営委員会 

収支改善検討ＷＧ 

健全で、透明性の高い協会運営とする

ため、各委員会や協会事業開催状況の

確認及び改善等に関する調整を行って

いる。 

情報等提供事業 広報・情報委員会 

会員をはじめとして関係者に対して、

協会の活動に関する情報を迅速に提供

するとともに、より広く一般市民に対

して協会の PR を行う。 

調査研究事業 

水質・土壌技術委員会 

環境中の水質･土壌の測定分析の技術の

向上及び分析事業所の信頼性の確保を

目的とした調査･研究及び教育研修事業

を行っている。 

大気技術委員会 

大気汚染物質に関する測定分析の技術

の向上及び分析事業所の信頼性の確保

を目的とした調査･研究及び教育研修事

業を行っている。また、大気に関連す

る JIS 規格の原案作成を行っている。 

騒音・振動技術委員会 

 騒音･振動に関する測定分析の技術の向

上及び分析事業所の信頼性の確保を目

的とした調査･研究及び教育研修事業を

行っている。また、Q&A 集を編集し、

HP 上に掲載している。 

放射能測定分析技術研

究会(RADI 研) 

放射能測定分析に関する技術の向上及

び分析事業所の信頼性の確保を目的と

した調査･研究及び教育研修事業やクロ

スチェックを行っている。 

教育研修事業 

教育企画委員会 

 研修会や講習会等を実施し、環境計量

証明事業所の技術の向上や情報収集を

サポートする。 

アスベスト分析法委員

会 

建材中のアスベスト分析技術と大気中

のアスベスト繊維計数技能の向上及び

アスベスト分析事業所の信頼性の確保

を目的とした、実技研修と教育研修事

業を行っている。 

資格認定事業 

環境測定分析士管理委

員会 

環境測定分析士試験制度について審議

し、試験制度の体系、認定資格の種類

https://www.jemca.or.jp/member_guide/radi_info/
https://www.jemca.or.jp/member_guide/radi_info/
https://www.jemca.or.jp/capa_top/
https://www.jemca.or.jp/capa_top/
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とその難易度及び経済的側面に関する

検討を行っている。 

環境測定分析士試験・

認定委員会 

各等級、各分野の試験内容を検討し、

試験問題作成、答案の採点、実技試験

分析結果の判定及び面接・電話ヒヤリ

ング試験結果の採点を行い、合否判定

を行う委員会。 

環境測定分析士実行委

員会 

 全国 7 都市で実施される試験及びデリ

バリー試験を適切に実施するために、

各支部の実行委員で構成される委員

会。 

標準等普及事業 

標準化委員会 

計量証明事業に関する標準化を推進す

るため、毎年「計量証明対象物質名等

計量の方法と機器又は装置」の更新を

行い、情報提供をしている。また、証

明書発行のための電子化や電子保存の

あり方についての検討なども行ってい

る。 

JIS 改定原案作成委員会 

（受託事業委員会） 

経産省並びに日本規格協会からの受託

事業として、環境測定分析に係る各種

JIS 規格の原案作成や定期的な見直しの

ための改定作業を行っている。 

精度管理事業 

技能試験委員会 

環境測定分析の分析精度向上と信頼性

の確保のための技能試験を実施するた

めに、技能試験全体の企画・調整、設

計、年間計画の作成及び報告書の承認

と発行などを行う。学識経験者等で主

に構成し、独立性を確保し、技能試験

の公正な実施に努めている。 

技能試験実行委員会 

技能試験スキームの実行に関して設置

されている委員会で、各技能試験スキ

ームの企画・調整・設計、企画書の作

成、技能試験試料の調製、報告値の統

計処理、報告書原案の作成などを行っ

ている。 

MLAP 技能試験実行委

員会 

3 年に一度実施され、特定計量証明事

業者が登録を維持するために参加が必

須とされている、MLAP 技能試験の企

画・調整及び設計を行っている。日環

協が運営機関として、ＮＩＴＥ認定セ

ンターに協力する形で実施している。 

アスベスト技能試験(Ａ

ＰＴ)委員会 

アスベスト測定分析の精度向上と信頼

性確保のために技能試験を実施する。

https://www.jemca.or.jp/analysis_top/
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アスベスト分析技能試験の企画・調

整、設計、年間計画の承認及びアスベ

スト分析技能試験報告書の承認と発行

を行う。委員は学識経験者等で主に構

成し公正性と独立性を確保している。 

アスベスト技能試験(Ａ

ＰＴ)実行委員会 

技能試験スキームの実行に関して設置

されている委員会で、各技能試験スキ

ームの企画・調整・設計、企画書の作

成、技能試験試料の調製、報告結果の

評価と判定、報告書原案の作成などを

行っている。 

標準物質委員会 

技能試験の配付試料を利用し、内部精

度管理用の標準物質を作製・頒布を行

っている。 

標準物質作製委員会 

標準物質作製の具体的企画、品質確

保、製品化、広報などの作業を行って

いる。 

SELF 委員会 

自社の分析値を自ら診断・評価するシ

ステムであるＳＥＬＦ（分析値自己管

理会）について、年４回、試料１瓶

（容量約５０ｍｌ）を送付し、自社の

計画（日時・試験方法）に従い分析を

していただき、新任職員の教育など、

分析値の信頼性確保のために幅広く利

用できるように行っている。 

極微量物質研究会 

極微量物質研究会(ＵＴ

Ａ研)委員会 

ダイオキシン類や PCB の測定分析に関

する技術の向上及び分析事業所の信頼

性の確保を目的とした調査･研究及び教

育研修事業やクロスチェックを行って

いる。 

国内外の関係機関と

の交流事業 

企画・運営委員会 

毎年 11 月には、関係機関と協力して計

量記念日記念事業を実施しているほ

か、（公社）日本分析化学会、（一

社）廃棄物資源循環学会、（一社）日

本環境化学学会等と各種団体と交流

し、これらの団体のイベント情報等を

協会のホームページで紹介し、各団体

の活動に協力しています。 

国際委員会 

ＩＳＯのＴＣ１４６（大気専門委員

会）及びＴＣ１４７（水質専門委員

会）の 審議状況の要点等の国際標準

の動向について情報収集を行い協会ホ

ームページに掲載するとともに、英語

https://www.jemca.or.jp/analysis_top/uta_info
https://www.jemca.or.jp/comminfo/uili_committee/
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版報告書報告書作成の手引き（第２

版）の改訂見直しを行っている。 

UILI-ILP 委員会 

当協会は国際独立試験所連合（UILI；

Union Internationale des Laboratoires 

Independants）の会員で、UILI が実施し

ている国際技能試験（ILP；Inter 

Laboratory Practice）について、当委員会

において、国内の参加試験所の募集、

国内参加試験所の測定分析結果の UILI

への報告、国内参加試験所への報告書

の配付等の協力を行っている。 

CASCO･17025/UILI 対応

委員会 

CASCO による試験所認定制度 ISO/IEC 

17025 の国際的な改正作業に対し、UILI

を通じて日環協会員機関の意見を反映

させるための提案内容を検討してい

る。 

組織強化事業 
企画・運営委員会、支

部 

地域の関係者の交流を通じて、協会活

動に対する理解を深めていただくため

に、北海道、東北、関東、中部、関

西、中国・四国、九州の 7 つの支部が

あります。また、支部の持ち回りで、

日環協環境セミナー全国大会と日環協

経営者セミナーを毎年度開催していま

す。 

出版・会誌発行事業 出版・会誌委員会 

会誌「環境と測定技術」を毎月編集し

発行する。また、環境計量士国家試験

関連の書籍を発行する。 

書籍等斡旋事業 企画・運営委員会 

員の皆様に対して、各種のＪＩＳハン

ドブックや環境六法等の環境測定分析

業務上で必要な書籍の普及に関して仲

介・斡旋をしています。 

また、環境測定分析業務賠償責任保険

及び試験所賠償責任保険を斡旋し、環

境測定分析事業者の安定的な経営と顧

客に対する信頼性の確保に努めていま

す。 

 

（一） 考察內容摘述如下： 

1. JEMCA 為日本唯一專門辦理環境檢測人員訓練之機構，日本共有北海道（帯

廣市）、東北（山形縣山形市）、關東（東京都）、中部（名古屋市）、關西（大

阪府）、中國・四國（廣島市）及九州（福岡市）等 7 個訓練分支機構，此次

參訪 JEMCA 位於東京都之總部。 

2. JEMCA 設有空氣、水、土壤、噪音及震動等技術委員會，並販售相關參考書

https://www.jemca.or.jp/book_level_sal/book_sal/
https://www.jemca.or.jp/book_level_sal/book_sal/
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籍、考題及文件等。 

3. 辦理之訓練包括(一)環境計量士（濃度関係）及（騒音・振動関係）二種之訓

練，参考書販售及國家考試訊息等相關服務。(二)辦理非官方環境分析士及環

境騒音・振動測定士之訓練、考試及資格證書核發。其中環境分析士之資格

認定分 1 級、2 級及 3 級，環境騒音・振動測定士分初級及上級。上述人員

經該協會訓練及考試及格後取得證書。因 JEMCA 為民間組織，資格之取得不

具強制性，環境檢驗測定機構人員未必會報名參訓及考試取得證書。 

 

 
 

4. JEMCA 設有技能試驗委員會及時行委員會，辦理環境污染物之濃度配製及辦

理技能試驗，為獨立公正機構，相關報告並供環境檢測機構參考或登錄用。 

5. JEMCA 設有標準物質委員會及標準物質作製委員會，辦理標準品（Standards）

及參考物質（Reference Materials）之濃度配製、販售及能力試驗（技能試驗）

用，供環境檢測機構使用及提供，惟係委託其他機構配製，該機構雖被指定

為能力試驗機構，並設有委員會辦理相關業務，惟未取得 ISO Guide 34 及

ISO/IEC 17043 等標準物質及國際比測配製之認證機構資格，故其能力試驗報

告應僅可提供日本國內政府機關審查用。 
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6. 設有特定計量証明事業者認定制度  (Specified Measurement Laboratory 

Accreditation Program；MLAP）技能試驗實行委員會，並被 NITE 指定為能力

試驗（技能試驗）機構，辦理日本國內戴奧辛、多氯聯苯等極(超)微量物質技

能試驗，供環境檢測機構執行技能試驗檢測及取得檢測結果報告，該報告可

供 NITE 審查認證用。但 JEMCA 亦未取得 ISO Guide 34 及 ISO/IEC 17043 等標

準物質及國際比測配製機構之認證資格，故其能力試驗報告應僅可提供日本

國內政府機關審查用。 

7. JEMCA 設有一實驗室，辦理一般環境污染物檢測訓練，惟大型儀器如 ICP 及

GC 等則至環境檢驗機構辦理訓練。 

8. 日本每年由經濟產業省（Ministry of Economics, Trade and Industry）下設之産業

技術環境局（Officials of Industrial Science and Technology Policy and Environment 

Bureau）舉辦 1 回國家環境計量士考試。 

 

（二） 心得 

1. 我國之環境檢測人員訓練之辦理方式，有由本所、中華民國環境檢驗測定商

業同業公會及環境分析化學學會辦理，惟皆為不定期及因需要而辦理，尚未

制度化。而檢測報告簽署人（類似日本之計量士）訓練則由本所委請環境訓

練所每年辦理，未如日本分成濃度關係及噪音振動關係等 2 類環境計量士，

其中特定環境污染物質（戴奧辛、氯丹、DDT 等濃度的計量））另須由 NITE

依「計量法特定計量証明事業者認定制度」（MLAP）辦理認定（證）及核可。

本署原即參考 ISO/IEC 17025 之規範，惟對於極(超)微量物質報告簽署人之能

力要求並無特別規範，可參考日本之管理方式，加強極(超)微量物質檢測人員

及報告簽署人之管理強度。 

2. 日本計量法規定，每家計量證明事業所(即檢測機構)須由國家考試取得資格

之一般計量士及環境計量士辦理登錄及審查計量相關業務，其中與環境有關

之環境計量士（濃度關係），考試科目有「計量管理概論」、「計量関係法

規」、「環境計量に関する基礎知識（環境法規・基礎化学）」及「化学分析

概論及び濃度の計量」等 4 科。環境計量士（騒音・振動関係）考試科目有

「計量管理概論」、「計量関係法規」、「環境計量に関する基礎知識（環境法

規・基礎化学）」及「音響・振動概論並びに温圧レベル及び振動加速度レ

ベルの計量」等 4 科，其流程如下：
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3. 2 類環境計量士亦可由「國立研究開發法人産業技術総合研究所(National 

Metrology Institute of Japan；NMIJ)」計量研修中心受訓結業後登錄取得資格，

其流程如下： 

 

 
 

4. 技能試驗即能力考試或測試（Proficiency Testing），日本規定較具彈性，可由

NITE 指定或由 NITE、JAB 及其他國際交互承認之認證機構辦理。 

5. 本所環境檢驗測定機構管理辦法於 104 年 9 月 8 日修訂後，未來將比照日本

之作法，依環境檢驗測定機構管理辦法第 21 條規定，要求環境檢驗測定機構

參加本署指定國內外第三方公正機構配製及辦理之能力比測試驗。 

6. 日本環境計量士之訓練係由 NMIJ 辦理，民間則有 JEMCA 辦理環境檢測報告

簽署人(環境計量士)之教育訓練及環境檢測人員（環境分析士）之訓練。NMIJ 

之訓練課程如本報告第 17、18 頁，訓練單位及課程較明確，較有利於相關人

員資訊收集及參訓規劃。 

 

二、  參訪日本〝独立行政法人製品評価技術基盤機構（National Institute of Technology and 

Evaluation；NITE）〞之 International Accreditation Japan（IA Japan）部門 

 

（一） IA Japan 負責環境檢測有關之業務主要有各項認證、儀器設備校正、技能試驗

及特殊類別認證，考察內容摘述如下： 

 

1. 日本由經濟產業省（METI）之産業技術環境局下設 NITE，NITE 為獨立行政

法人，其扮演之角色及任務類似我國經濟部標準檢驗局輔導成立之財團法人

全國認證基金會（Taiwan Accreditation Foundation；TAF）。 

2. 此次實際參訪 NITE 下設之 IA Japan 部門， NITE 之組織圖如下： 
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3. IA JAPAN 主要負責之業務說明如下： 

i. 計量法於平成 13 年(2001 年)導入特定計量證明規定後，辦理環境特殊污染

物（如戴奧辛）及能力測試（技能試驗）等認證業務(英文名稱為 Measurement 

Laboratory Accreditation Program；MLAP)。環境檢驗測定機構要事先取得

NTIE 的認證及許可證，才能成為特定計量証明事業者及執行檢測。 

ii. 辦理日本校正（如溫度、質量等）及能力測試（技能試驗）等認證業務(英

文名稱為 Calibration Service System；JCSS)。 

iii.  依工業法及日本國家檢測方法辦理檢驗室之認證業務(英文名稱為
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Accredited Testing Laboratories；JNLA)。 

iv.  辦理日本前開 MLAP、JCSS 及 JNLA 等 3 類認證業務不能涵蓋之認證業務，

(英文名稱為 Accreditation System of National Institute of Technology and 

Evaluation；ASNITE)。主要係辦理較無利潤或檢驗室不足或為照顧中小企

業或私人機構無法發展之技術，則由 IA JAPAN 來辦理認證，以協助廠商

拓展海外商機。 

v. 前 3 項業務係依國家法律規定辦理，ASNITE 則由 NITE 自行規範。 
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4. 在日本除 MLAP 認證外，環境檢測認證不需取得 ISO/IEC 17025 認證許可，如

有貿易之檢測需求，大多數環境檢驗測定機構係向民間成立之「公益財團法

人日本適合性認定協会〞（Japan Accreditation Board；JAB）」取得認證許可，

JAB 亦是 ILAC 會員，並與各國簽有 MRA 相互承認協定。 

 

（二）  心得 

1. 國內之校正認證方式與日本相似，係由 TAF 辦理，惟並無設置一般計量士(報

告簽署人)之法律規定，僅依 ISO/IEC 17025 之規範由各校正實驗室設置報告

簽署人。另本所雖有規範環境檢驗室須將須校正之儀器設備送 TAF 認證許可

之校正實驗室校正，惟少部分不具市場性之環境檢測器材國內並無相關之校

正檢驗室提供校正服務，僅可送至國外校正或由國家機構校正或由本所要求

須符合追溯性之規範。另國內環境標準氣體品質方面，未來亦可參考日本之

管理制度，研究查驗登錄之可行性。 

2. 日本國家強制規定極微量物質(Ultra-micro hazardous substances；如戴奧辛檢測)

等技術難度較高之污染物檢測，須取得 MLAP 認證許可。本所可參考此一方

式，評估是否對檢測技術層次較高之極微量物質分類管理，並加強規範此類
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報告簽署人資格訓練及核可從本署有機報告簽署人類別中另外獨立出來，以

強化極微量物質檢測數據之品質。 

3. 除 MLAP 認證外，日本環境檢驗測定機構不須向 NITE 申請認證許可，僅須

依計量法由環境計量士向各縣市政府辦理登錄手續，審查通過後即可執行環

境檢測。此項政策，可移轉部份數據品質管理之責任至數據使用者，對數據

品質之管控更直接有效，值得本所參考。 

4. 因檢測及認證相關制度係由日本經濟產業省（METI）産業技術環境局管理，

實質上並無嚴格之衛生、食品、經濟或環境等領域之區別。國內則各單位做

法雖略有不同，有由 TAF 認證許可後由政府單位書面審查之方式，有由衛生

署認證實驗室之方式，有由本署認證環境檢驗測定機構方式，原則上皆參考

ISO/IEC 17025 之規範，辦理檢測之認證業務。然前者有一證全國通行之方便

性，未來國內組織若有調整時，亦可考慮同類型之檢測整併，資源共用或可

提升效能。 

5. 日本指定第三方機構辦理檢測機構之能力測試(技能試驗)方式，本署 104 年

亦已修法，本署可指定環境檢測機構參加國內外三方機構辦理檢測機構之能

力測試。 

 

三、  參訪日本〝内藤環境管理株式会社（NAITOH Environmental Science Co.,Ltd）〞 

 

（一） 考察內容摘述如下： 

1. 内藤環境管理株式会社位於埼玉縣，為東京都之外圍縣，該社不只執行環境

污染檢測，亦可執行日本勞動部、衛生部等單位法規之檢測，日本對＂環境

＂的認定似乎較廣義，且檢測公司只要依法取得各項認證及登錄即可執行檢

測，故在商業分類上屬於環境計量證明事業所，目前日本約有 1,700 多家檢測

機構。 

2. 内藤環境管理株式会社資料表如下︰ 

商号 内藤環境管理株式会社 

地址 
〒３３６‐００１５ 埼玉県さいたま市南区大字太田窪２０５１番地

２ 

設立 昭和４７（1972）年９月２９日 

従業

員数 

約１４０名，環境計量士 １３名，作業環境測定士 １７名 

浄化槽管理士 ３名，建築物環境衛生管理技術者 １名 

臭気判定士 ４名，放射線取扱主任者 ６名  

登録 

環境計量証明事業所（濃度） 埼玉県知事登録 第５０６号 

環境計量証明事業所（音圧レベル） 埼玉県知事登録 第音２０号 

環境計量証明事業所（振動加速度レベル） 埼玉県知事登録 第振８

号 

登録建築物飲料水水質検査業 さいたま市長登録 さいたま市２３水

第３１‐１６２１号 

登録建築物空気環境測定業 

 さいたま市長登録 さいたま市２３空第３１‐１６１７号 



 14 

水道法第２０条に基づく水質検査機関 厚生労働大臣登録 

土壌汚染対策法に基づく指定調査機関 環境大臣指定 

作業環境測定機関 埼玉労働局長登録 第１１‐６号 

第２種臭気測定認定事業所 （公社）におい・かおり環境協会認定 

茨城県安全な飲料水の確保に関する条例 茨城県知事登録 

ＩＳＯ/ＩＥＣ １７０２５認定試験所（放射能・放射線試験、化学

試験） （公財）日本適合性認定協会 

温泉成分登録分析機関 埼玉県知事登録 

水道 GLP（水道水質検査優良試験所規範）認定水質検査機関（公社）

日本水道協会  

 

3. 内藤環境管理株式會社可執行之檢測業務包含衛生、勞動檢查、環境、商品

及食品商品放射性等檢測，依計量法向各縣市政府審請審查登錄後即可執行

檢測，但不須取得 ISO/IEC 17025 認證。商業檢測部分(主要與國際經濟貿易

有關)則依該會社之需求，另外向〝公益財團法人日本適合性認定協会〞（Japan 

Accreditation Board；JAB）取得認證許可，JAB 亦為 ILAC 會員並取得國際認

證相互承認（MRA）。國內檢測機構亦可向勞動部、衛生部及本署等提出認證

申請及核可後執行檢測，政府各部門雖皆參考 ISO/IEC 17025 之規範制訂評鑑

方式及流程，惟各部門做法不儘一致。與日本在計量法之架構下，依規定辦

理即可向中央或地方申請登錄核可及執行檢測之作法稍有不同。 

4. 內藤環境株式會社並無人員取得 JEMCA 環境分析士證書，故環境分析士僅

為民間自主性管理的一種方式，參加訓練人員參訓後，應可為國家計量士考

試做準備。 

5.  内藤環境管理株式会社有環境計量士 13 名，取得濃度計量証明、音壓及振動

加速度計量証明等。另聘請作業環境測定士等認證專業人員執行日本勞動局

等檢測業務。 

6. 琦玉縣政府依「計量法」指定公正機構定期辦理計量器(儀器設備檢查)檢定及

計量事業(含環境檢測)檢查。 

7.  内藤環境管理株式會社亦有ㄧ位資深人員參與政府檢測方法及法規之諮詢

委員會，另 JEMCA 亦設有委員會參與日本工業規格（Japanese Industrial 

Standards；JIS)之增修訂，此與本署標準方法審議委員會成員亦包含中華民國

環境檢驗測定商業同業公會人員之作法雷同。 

 

肆、結論與建議 

 

日本計量法係以物理觀點立法，對於跟量測有關之長度、體積及濃度等數值皆與

計(重)量有關，為求量測之準確定(精度)故於本法規定計量方式及各計量證明事業所

應設置計量士及計量主任，負責量(檢)測與校正之準確性。由 IA Japan 辦理認證儀器

設備校正公司之認證及(JCSS 業務)、計量法特定計量（MLAP）之認證及規範技能試

驗。國家計量士考試則由 METI 辦理，登錄及稽查則由各縣市政府負責。日本、美國

及我國皆有規範環境檢測之權利義務，惟美國及本署係有自己的一套運作系統，日本

則在計量法下區分為ㄧ般計量、環境(濃度)計量、環境(噪音及震動)計量及特定計量

等 4 個面向，由上而下皆有權責單位，技術之業務則多由政府技術部門及ㄧ般或公益
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財團法人來承接，行政作業則由 NITE 及各縣市政府負責審查登錄、指定特定機構執

行檢查及能力試驗。此次考察日本環境檢測人員證照及環境檢測認證管理制度，已大

致了解該國認證體系及其運作方式，謹針對下列 4 部分提出結論與建議︰ 

 

一、環境檢測認證制度 

 

（一） 日本係由 METI 主導檢測、校正之認證及技量士(報告簽署人)核可業務。與我

國環境檢測相關運作方式比較表如下︰ 

 

比較項目 日本 臺灣 

認證機構 IA Japan、JAB(主要為其他

領域) 

環境檢測︰本署 

其他領域︰TAF 

標準或參考

方法 

JIS 環境檢測︰環境檢驗測定標準

方法 

其他領域︰CNS 等 

標準方法負

責機構 

JISC 環境檢測︰本署 

其他領域︰經濟部標準檢驗

局、勞動部職業安全衛生署等 

校正追溯性 National Institute of Metrology 

Institute of Japan(NMIJ) 

、NITE 

環境檢測︰本署 

其他領域︰經濟部標準檢驗

局、勞動部職業安全衛生署等 

認證單位︰TAF 

追溯性︰國家度量衡標準實驗

室及國家其他量測實驗室及國

際規範 

檢測認證 由計量證明事業所聘雇之國

家計量士向縣市政府申請審

查及登錄 

環境檢測︰本署 

其他領域︰衛生部、勞動部等 

報告簽署人 環境計量士(濃度) 

環境計量士(噪音及震動) 

，但其環境之範圍較為廣泛 

其他︰一般計量士 

環境檢測︰環境保護署行政規

範，僅環境污染檢測方面 

規範及法令 日本國內︰計量法、

MLAP、JCSS、JNLA 

 

環保署空氣污染防制法等各項

法規授權之環境檢驗測定管理

辦法及相關規定 

稽查 各縣市政府指定委託第三方

單位執行 

環境保護署及委辦單位 

許可期限 原則上每 3 年計量證明檢査 每 5 年辦理展延 

 

 

（二） 本署目前規範外部校正須委託已取得 ISO/IEC 17025（CNS 17025）認證之國內外

校正機構辦理校正作業，故天平及溫度計等共通儀器設備之校正可委由故 TAF

認證許可之校正機構執行；而內部校正則可由環境檢驗室本身自己執行或委託
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檢驗室以外已取得 ISO/IEC 17025（CNS 17025）認證之國內外校正機構辦理校正。

對於少數不具市場性之儀器設備(如分光光度計標準片)校正認可方式，除仍可由

環境檢驗室本身自己執或送國外校正再由本署查核外，未來亦可協商 TAF 辦理

認證或以指定校正機構方式辦理。 

（三） 計量法有指定財團法人或公益團體或第三方公正單位辦理計量證明事業所之登

錄檢查，除特定計量證明事業由 NITE 辦理及認證外，業務係由地方政府辦理登

錄檢查。而國內認證及管理業務仍由本署辦理。地方政府可協助本署稽查，惟

臺灣環境檢測不大市場，委託方式請第三方公正團體或法人協助查核管理應可

行之方式之一，未來亦可強化數據使用者(尤其是各縣市環境保護單位)之數據審

核能力，以更直接快速提升數據品質。 

（四） MLAP 制度係對極微量危害物質加強管制，考量其檢測技術層次較高及環境污

染危害性較高，本署可參考日本做法，加強相關極微量危害物質等技術層次較

高之環境污染物認證規範及報告簽署人之訓練核可內容。 

 

二、報告簽署人 

 

    依日本計量法第 51 及 54 條日本環境計量士係由國家考試取得資格，每年錄取

率多僅 12～19﹪，且考試及格尚需有 1 年實務經驗才可擔任，故人員技術水準較高。

另各檢測校正公司需聘請計量士及設有計量士主任來主管校正、檢測之數據品質及

向縣市政府登錄事宜。本署可考量比照日本作法，提高報告簽署人資格認定至國家

考試等級，或加強極微量危害物質之訓練強度、課程內容及時數、考試難易度或將

報告簽署人違規納入相關罰則。除提昇檢測報告之數據品質外，亦可間接減少違規

之情形。 

    另目前本署 環境訓練所或環境檢測商業同業公會雖有辦理相關訓練，亦參考日

本指定委託第三方機構辦理環境檢測報告簽署人（環境計量士）及環境檢測人員（環

境分析士）之訓練方式，對於某些特定項目，則建議本署可依「環境檢驗測定機構

管理辦法」第 22 條之規定，中央主管機關得命檢測機構指派適當或被指定之檢測

人員接受在職訓練，檢測機構不得拒絕之方式來要求檢測機構派員訓練。 

 

三、能力測試 

 

     日本檢測 能力測試(技能試驗)可由政府單位指定第三方公正單位辦理，不須獲

得 ISO/IEC 17043 及 ISO Guide 34 之認證許可。如有需要(ㄧ般與國際貿易有關)，才

由 IA Japan(公法人)及 JAB(私法人)辦理認證。國內缺乏專業第三方專業公正團體來

執行配製及辦理盲樣的問題。目前本署除自行配製盲樣外，104 年 9 月亦修訂「環

境檢驗測定機構管理辦法」第二十一條，增加中央主管機關亦得以指定檢測機構或

其檢測人員參加國內或國際盲樣測試之規定。除此以外，亦以委託方式來協助本所

配製特定基質(如土壤及底泥)盲樣，建議未來之可漸進擴展將各類基質盲樣，其配

製或測試由指定機構辦理。 

 

四、儀器設備校正 

 

有關儀器設備校正方面，日本係由各縣市計量檢定所（東京都計量檢定所）依

日本家標準方法及法規定期辦理檢定監督檢查，計量士的考核、登錄等。國內ㄧ般
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儀器設備由經濟部標準檢驗局規定及指定檢查，由 TAF 辦理認證。因部份環境檢測

之儀器設備並非ㄧ般器材，本署雖規範須由國家校正實驗室或取得 TAF 認證許可

之檢驗室為之，僅及於溫度計、天平等共通器材之校正；或由環境檢驗測定機構購

入自行校正國外參考標準，而參考標準則須送國外校正。若送國外校正，其校正費

用較高且尚須時日，有超過校正期限之困擾。建議未來在符合本署品保品管規範下，

由本署以審查方式指定或認可之校正機構，或協商環境檢驗測定工會負責協助各環

境檢驗測定機構辦理儀器設備校正查驗業務。 
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